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信
頼
し
、
徽
翻
徽
妃
、
そ
の
愚
見
に
従

っ
て
い
る
が
、
菊
池
鮭
使
会
技
師
は
、

加
藤
氏
は
人
も
知
る
人
格
者
で
あ
り
、

苫
米
地
氏
は
実
業
家
に
不
似
合
な
精
神

家
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
成
績
を
あ
げ
る

だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
（
3
・
m
・
1
9
）

大
束
缶
詰
会
社
全
焼

女
工
二
人
が
死
亡

十
五
日
午
後
三
時
i
千
二
分
、
青
森

市
相
馬
町
、
大
東
缶
講
会
社
工
場
よ
り

出
火
し
、
火
は
猛
烈
な
効
い
て
他
の
工

場
お
よ
び
倉
塵
に
延
離
し
、
消
防
は
必

死
の
努
力
で
消
火
に
努
め
た
が
、
い
ま

だ
（
午
後
四
時
五
十
分
）
鎮
火
し
な
い
o

原
因
は
同
館
諾
職
工
、
木
村
勇
太
郎

（
二
五
）
が
作
業
中
、
た
ば
こ
の
吸
い
が

ら
を
押
発
泡
に
落
と
し
、
そ
れ
が
付
近

の
揮
発
油
に
燃
え
移
っ
た
も
の
で
、
火

災
申
、
鮭
（
サ
ケ
）
紅
鮒
（
・
へ
一
ニ
ス
）
の

缶
譜
が
爆
発
す
る
晋
、
英
に
物
す
ご
か

っ
た
。
同
午
後
五
時
錐
火
。
（
3
・
m
・
1
6
）

（
注
）
　
こ
の
火
事
で
女
工
の
一
人
が

嫌
死
体
で
発
見
さ
れ
た
ほ
か
重
傷
の

女
主
人
が
死
亡
、
鵡
騨
偽
者
四
人

を
柏
し
た
。

中
平
内
が
小
湊
町
に

東
郷
中
平
内
村
で
は
、
七
月
二
十
四

日
の
村
会
に
お
い
て
、
御
大
斑
記
念
車

薬
と
し
て
、
中
平
内
村
を
小
湊
町
と
改

称
す
る
こ
と
を
決
識
し
、
県
に
許
可
申

話
中
の
と
こ
ろ
、
十
四
日
付
、
許
可
と

な
り
、
十
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

岡
村
は
十
一
大
字
よ
り
な
り
、
往
時

よ
り
国
道
荷
駄
と
し
て
知
ら
れ
、
戸
数

八
百
四
十
三
、
総
人
口
五
千
六
百
三
十

八
人
で
、
大
字
小
湊
は
商
工
薬
の
戸
数

三
百
二
十
三
戸
で
市
街
を
な
し
、
そ
の

東
端
沼
館
は
戸
数
三
十
六
戸
で
あ
る
。

（
3
・
㌢
1
5
）

田
子
も
町
制
を
施
行

国
民
こ
ぞ
っ
て
祝
し
奉
る
御
大
典
を

記
念
に
、
三
戸
都
田
千
村
は
、
十
月
を

も
っ
て
村
名
改
称
、
田
子
町
と
改
ま
っ

た
。
往
古
明
応
の
こ
ろ
、
三
戸
の
支
城

と
し
て
、
田
子
騨
正
光
康
の
属
城
で
あ

っ
た
が
、
光
廉
、
津
軽
に
移
っ
て
か

ら、

代
々
藩
主
の
隠
居
所
と
さ
れ
た
。

時
は
、
秋
出
へ
通
ず
る
必
要
な
る

盛
岡
に
移
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
田
子

も
廃
城
と
な
り
、
昔
日
の
繁
栄
を
み
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
が
、
な
お
答

案
分
署
が
お
か
れ
、
田
子
村
は
か
八
力

村
戸
長
役
場
所
在
地
と
し
て
、
付
近
村

落
の
物
資
集
散
の
中
心
を
な
し
て
三
戸

町
に
次
ぐ
古
い
町
で
あ
る
。

商
家
軒
を
並
べ
、
整
然
た
る
市
街
地

は
、
昔
日
の
般
（
い
ん
）
盛
を
し
の
ぶ

に
あ
ま
り
あ
る
。
今
日
、
町
制
を
施
行

す
る
は
、
ま
た
敵
あ
り
と
い
う
ペ
し
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
3
・
Ⅱ
・
1
0
）

大
湊
は
昔
、
安
渡
村

今
回
、
新
し
く
町
制
を
施
行
さ
れ
た

大
湊
は
、
旧
商
都
領
で
安
濃
村
と
称
せ

ら
れ
た
が
、
明
治
三
年
、
大
平
、
安
濃

の
二
力
村
を
併
合
し
て
、
新
た
に
大
湊

大
平
、
大
湊
、
減
ケ
沢
の
三
力
村
合
わ
　
す
ペ
し
と
の
声
が
起
こ
っ
て
い
た
の

せ
て
大
湊
村
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
が
、
い
よ
い
よ
、
今
回
、
御
大
典
を
機

し
か
る
に
、
そ
の
後
、
要
港
部
の
弦
　
に
実
現
せ
ら
る
る
に
至
っ
た
の
で
あ

張
と
大
湊
興
業
会
社
の
事
業
迎
接
に
つ
　
る
。

れ
、
村
の
内
容
充
実
し
、
町
制
を
施
行

（3・n・m）

全
国
初
の
女
性
㌍
告
チ
ー
ム

八
南
女
南
部
乙
女
の
自
慢
ふ
え
る

循
駅
と
し
て
、
大
嶋
の
往
来
ひ
ん
ぽ
ん

で
あ
っ
た
が
、
寛
永
年
問
、
三
戸
城
が

町
を
設
経
し
た
。
次

月
、
大
湊
町
を
さ
い

で
明
治
鴇
二
年
三

て
大
鶴
村
を
お

き
、
同
二
十
二
年
、
町
制
施
行
の
際
、

天
下
一
と
折
り
紙
を
つ
け
ら
れ
た
天

然
リ
ン
ク
を
か
か
え
た
桜
ケ
岡
の
八
戸

高
等
女
学
校
で
は
、
八
戸
ス
ケ
ー
ト
協

会
長
で
あ
る
三
田
校
長
お
よ
び
職
貝
の

率
先
で
、
例
年
、
生
徒
一
同
に
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
を

勧
め
て
い
る
が
、
西
の
弘
前
高
安
校
の

ス
キ
ー
競
技
に
比
し
て
、
あ
っ
ぱ
れ
女

子
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
重
岡
を
築
こ

ぅ
と
い
う
の
で
、
新
た
に
勇
壮
な
る
競

技
と
し
て
盛
ん
に
ス
ケ
ー
ト
マ
ン
を
苺

ぱ
し
て
い
る
ホ
ッ
ケ
ー
を
採
用
し
、
道

具
一
そ
ろ
い
を
注
文
中
で
あ
っ
た
が
、

二
十
五
日
到
着
し
た
。

今
後
は
協
会
リ
ン
ク
で
協
会
選
手
そ

っ
ち
の
け
の
猛
練
習
を
開
始
す
る
と
い

ぅ
こ
と
で
あ
る
が
、
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
競

技
は
、
全
国
を
た
ず
ね
て
も
な
く
、
同

校
を
も
っ
て
哺
（
こ
う
）
矢
と
す
る
。

こ
れ
で
、
前
部
乙
女
の
自
慢
が
ま
た
一

っ
ふ
え
た
。
　
　
　
　
（
3
・
1
2
2
6
）
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御
大
典
の
盛

ー
京
都
竜
話
－
賢
所
の
御
伐
に
出
御

の
大
豊
、
皇
后
両
陛
下
に
は
、
翻
縞
（
も

や
）
い
ま
だ
深
さ
五
時
半
と
い
う
に
御

起
床
、
御
浄
身
の
う
え
、
常
の
ご
と
く

御
住
持
の
間
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
天

神
地
紙
（
ぎ
）
へ
御
祈
念
、
ね
ん
ご
ろ

な
御
礼
拝
を
遊
ば
さ
れ
、
次
で
珍
聞
侍

従
長
以
下
、
側
近
堆
他
者
の
御
祝
音
を

お
受
け
に
な
っ
て
御
朝
餐
（
さ
ん
）
の

行
わ
れ
る

後
、
両
陛
下
に
は
午
緬
八
時
華
、
御
座

所
に
出
御
、
半
間
所
に
お
な
り
の
う

え
、
天
墓
陛
下
に
は
山
科
豪
富
伯
の
御

衣
紋
、
甘
露
討
、
熟
曲
面
侍
従
長
御
介

添
え
に
て
、
約
束
群
の
い
と
も
神
々
し

き
由
絹
の
御
施
（
ほ
う
）
に
、
皇
后
陛

下
に
は
、
冷
泉
伯
大
人
の
御
衣
紋
、
津

幡
女
宮
が
率
仕
し
て
、
同
じ
く
白
絹
の

御
五
衣
、
御
糖
衣
の
勧
奨
（
も
ず
そ
）

す
が
す
が
し
く
絢
詔
し
替
え
の
こ
と
あ

り
、
九
時
四
十
五
分
、
紅
色
寒
間
ペ
り

ぅ
る
わ
し
く
敷
い
た
宙
陽
殿
の
御
廊
下

を
静
々
と
渡
ら
せ
ら
れ
、
侍
従
か
ら
御

手
水
、
御
杓
（
し
ゃ
く
）
を
供
し
確
り
、

九
時
五
十
五
分
、
両
陛
下
に
は
珍
聞
侍

従
長
の
御
葵
諸
に
よ
り
納
経
な
り
、
諸

員
威
儀
を
正
し
て
参
列
、
最
敬
礼
の
う

ち
を
辞
典
殿
に
出
御
遊
ば
さ
れ
：
つ
や

ぅ
や
し
く
御
組
宗
へ
の
御
報
告
又
を
葵

せ
ら
れ
た
。

（
3
・
H
・
Ⅱ
）

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
選
手

が
大

習
会

二
十
二
日
午
後
六
時
三
十
一
分
、
世

界
的
ス
キ
ー
選
手
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
へ
ル

セ
ッ
ト
中
尉
、
ス
ネ
ル
ス
ル
ー
ト
、
コ

ル
テ
ル
ー
ト
の
三
氏
は
、
吉
村
知
事
ら

と
周
重
し
、
多
数
ス
キ
ー
ヤ
ー
並
び
に

地
元
大
鵬
町
民
お
よ
び
大
鰐
、
蔵
館
両

校
児
童
ら
に
迎
え
ら
れ
、
大
鰐
駅
に
到

茄
、
三
氏
は
大
鰐
ホ
テ
ル
に
入
り
、
か

っ
て
秩
父
寓
殿
下
が
碇
泊
さ
れ
た
三
隅
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